
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】携帯ベッドシートおよび携帯ベッドを乳母車に

着脱可能に固定する装置を提供する。

【解決手段】携帯ベッドシートまたは携帯ベッドＣは、

堅い逆Ｕ字型のハンドル3の下端部の両方に、機構部4、

5を備えている。この機構部は、乳母車の横側に備えら

れたそれぞれの付属部12、13において、直接的な固定を

行う。ハンドルは、制御部Ｍを備えている。この制御部

は、同時に２つの固定機構部を作動させて解除する。固

定機構部を作動させる制御部は、回転可能なシリンダを

備えている。シリンダは、その表面における互いに向き

合う点において固定される、ロープを備えている。ロー

プのそれぞれは、固定機構部のそれぞれに繋がっている

。シリンダとロープとは、ハンドルの中空内部に配置さ

れている。シリンダは、付加作動部13を有している。こ

の付加作動部は、ハンドルの中央部にある下端領域に配

置された開口部14を通じて、突きだしている。

【選択図】図１
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 携 帯 ベ ッ ド シ ー ト お よ び 携 帯 ベ ッ ド を 乳 母 車 に 着 脱 可 能 に 固 定 す る 装 置 で あ っ て 、
　 上 記 携 帯 ベ ッ ド シ ー ト ま た は 携 帯 ベ ッ ド は 、 堅 い 逆 Ｕ 字 型 の ハ ン ド ル を 備 え て お り 、
　 上 記 装 置 で は 、
　 上 記 ハ ン ド ル の 下 端 の そ れ ぞ れ に は 、 上 記 乳 母 車 の 側 部 に 備 え ら れ て い る 付 属 部 の そ れ
ぞ れ に お い て 直 接 的 な 固 定 を 行 う 機 構 部 が 備 え ら れ て お り 、
　 上 記 ハ ン ド ル は 、 上 記 機 構 部 を 同 時 に 作 動 さ せ て 解 除 す る 制 御 部 を 有 し て い る こ と を 特
徴 と す る 、 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 上 記 制 御 部 は 、 上 記 固 定 機 構 部 を 作 動 さ せ る も の で あ り 、
　 上 記 固 定 機 構 部 は 、 回 転 可 能 な シ リ ン ダ を 有 し 、
　 上 記 シ リ ン ダ は 、 そ の 表 面 に お け る ２ つ の 互 い に 向 き 合 う 点 に お い て 固 定 さ れ る ロ ー プ
を 有 し て お り 、
　 上 記 ロ ー プ は 、 そ れ ぞ れ 、 上 記 固 定 機 構 部 の そ れ ぞ れ に 繋 が っ て い る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 上 記 シ リ ン ダ お よ び ロ ー プ は 、 上 記 ハ ン ド ル の 中 空 内 部 に 配 置 さ れ 、
　 上 記 シ リ ン ダ は 、 付 加 作 動 部 を 有 し て お り 、
　 上 記 付 加 作 動 部 は 、 上 記 ハ ン ド ル の 中 央 部 の 下 端 領 域 に あ る 開 口 部 を 通 じ て 突 き だ し て
い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 上 記 固 定 機 構 部 は 、 横 向 き の ピ ン を 係 合 す る よ う に 掴 む 受 容 部 を 有 し て お り 、
　 上 記 ピ ン は 、 上 記 機 構 部 が 適 合 す る ボ ッ ク ス に 備 え ら れ て お り 、
　 上 記 ボ ッ ク ス は 、 上 記 乳 母 車 に 固 定 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 上 記 ハ ン ド ル は 、 関 節 状 の 接 続 に よ っ て 接 続 さ れ 、
　 上 記 ハ ン ド ル の 中 央 部 に は 、 上 記 ハ ン ド ル が 適 合 さ れ う る 別 の 角 度 位 置 を 施 錠 す る た め
に 設 け ら れ て い る 上 記 機 構 部 を 、 同 時 に 作 動 さ せ る 他 の 制 御 部 が 備 え ら れ て い る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 装 置 。
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 考 案 は 、 携 帯 ベ ッ ド シ ー ト お よ び 携 帯 ベ ッ ド を 乳 母 車 に 着 脱 可 能 に 固 定 す る 装 置 に
関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 一 般 的 に は 堅 い ハ ン ド ル を 備 え る 、 堅 い ベ ビ ー シ ー ト ま た は 携 帯 ベ ッ ド を 、 赤 子 用 乳 母
車 に 着 脱 可 能 に 固 定 す る こ と が 、 す で に 知 ら れ て い る 。 こ れ に よ り 、 乳 母 車 の シ ー ト に 収
容 で き る よ う に な る 数 ヶ 月 前 ま で 、 赤 子 を 、 シ ー ト や 携 帯 ベ ッ ド に 収 容 で き る 。 こ の よ う
な 固 定 は 、 携 帯 ベ ッ ド シ ー ト を 乳 母 車 の 両 側 に 着 脱 可 能 に 固 定 す る こ と に 適 し た 固 定 具 を
備 え る 装 置 に よ っ て 行 わ れ て い る 。
【 考 案 の 開 示 】
【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の よ う な 固 定 具 は 、 通 常 、 複 雑 で あ り 、 見 苦 し い 。 ま た 、 こ の よ う な 固 定 具 は 、 携 帯
ベ ッ ド シ ー ト ま た は 携 帯 ベ ッ ド を 固 定 す る 機 構 を 個 々 に 解 除 す る 、 対 応 す る 制 御 部 と 共 に
提 供 さ れ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ４ 】

10

20

30

40

50

(2) JP 3102755 U 2004.7.15



　 こ れ ら の 装 置 を 製 造 し た り 使 用 し た り す る こ と は 、 上 記 し た よ う に 複 雑 で あ る が 、 こ の
複 雑 さ は 、 本 考 案 の 目 的 で あ る 装 置 を 使 用 す る こ と に よ り 、 事 前 に 回 避 で き る 。 本 装 置 は
有 利 な も の で あ り 、 逆 Ｕ 字 型 ハ ン ド ル の 中 央 部 に 位 置 す る １ つ の 制 御 部 の み に よ っ て 、 横
側 の 固 定 機 構 部 を 同 時 に 解 除 で き る 。 赤 子 用 乳 母 車 は 、 こ の 固 定 機 構 部 を 受 け 止 め る こ と
に 適 し た 、 単 純 な 横 側 ボ ッ ク ス を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 乳 母 車 の 使 用 者 は 、 そ れ ゆ え 、 ハ ン ド ル を 持 つ 手 を 使 用 し て 、 携 帯 ベ ッ ド シ ー ト ま た は
携 帯 ベ ッ ド の 固 定 を 解 除 で き る 。 こ の よ う な 解 除 は 、 本 質 的 に 容 易 な も の で あ る 。 加 え て
、 も う 一 方 の 手 は 空 い て い る の で 、 例 え ば 、 赤 子 を そ の 手 に 抱 く こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 装 置 の 特 徴 は 、 ハ ン ド ル の 下 端 の そ れ ぞ れ に 、 ボ ッ ク ス の 中 で 直 接 的 に 固 定 さ れ る こ
と に 適 し た 機 構 部 を 組 み 込 ん で い る 点 に あ る 。 そ の た め 、 こ の 機 構 部 は 、 上 記 し た よ う に
、 １ つ の 制 御 部 で 解 除 で き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の 制 御 部 は 、 回 転 可 能 な シ リ ン ダ を 備 え て い る 。 シ リ ン ダ は 、 そ の 表 面 に お け る 互 い
に 向 き 合 う 点 に お い て 固 定 さ れ る 、 ロ ー プ を 備 え て い る 。 ロ ー プ の そ れ ぞ れ は 、 固 定 機 構
部 の そ れ ぞ れ に 繋 が っ て い る 。 こ の 全 体 構 造 は 、 ハ ン ド ル の 中 空 内 部 に 配 置 さ れ て い る 。
シ リ ン ダ は 、 付 属 作 動 部 を 有 し て い る 。 こ の 付 加 作 動 部 は 、 ハ ン ド ル の 中 央 部 に あ る 下 端
領 域 に 配 置 さ れ た 開 口 部 を 通 じ て 突 き だ し て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ れ ら の 特 徴 と 他 の 特 徴 と は 、 以 下 の 詳 細 な 説 明 に よ り 、 明 ら か に な る だ ろ う 。
【 考 案 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 考 案 で は 、 逆 Ｕ 字 型 ハ ン ド ル の 中 央 部 に 位 置 す る １ つ の 制 御 部 の み に
よ っ て 、 横 側 の 固 定 機 構 部 を 同 時 に 解 除 す る た め 、 乳 母 車 の 使 用 者 は 、 ハ ン ド ル を 持 つ 手
を 使 用 し て 、 携 帯 ベ ッ ド シ ー ト ま た は 携 帯 ベ ッ ド の 固 定 を 解 除 で き る と い う 効 果 を 奏 す る
。
【 考 案 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 以 下 に 、 本 考 案 の 一 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 な お 、 本 考 案 は 以 下 の 実 施 形 態 に 限 定
さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 考 案 に か か る 装 置 は 、 携 帯 ベ ッ ド シ ー ト ま た は 携 帯 ベ ッ ド を 乳 母 車 に 固 定 す る も の で
あ る 。 図 面 を 参 照 す る と 、 本 装 置 は 、 堅 く 、 か つ 中 空 を 有 す る ハ ン ド ル ３ の 枝 部 １ お よ び
２ の 下 端 に 、 そ れ ぞ れ 、 固 定 機 構 部 ４ お よ び ５ を 備 え て い る 。 こ れ ら の 固 定 機 構 部 は 、 い
ず れ も 同 時 に 作 動 さ れ 、 そ れ ぞ れ 、 ロ ー プ ６ お よ び ７ に よ っ て 解 除 さ れ る 。 こ れ ら の ロ ー
プ の 上 端 は 、 シ リ ン ダ １ ０ に お い て 向 か い 合 う 点 ８ お よ び ９ に 、 固 定 さ れ て い る 。 シ リ ン
ダ １ ０ は 、 ピ ン １ １ を 中 心 に 回 転 可 能 な も の で あ る 。 ピ ン １ １ は 、 ハ ン ド ル ３ に 取 り 付 け
ら れ る 上 部 付 属 部 １ ２ に 取 り 付 け ら れ る も の で あ る 。 ま た 、 シ リ ン ダ １ ０ は 、 経 方 向 に 動
く 付 加 部 １ ３ を 、 必 ず 備 え て い る 。 こ の 付 加 部 １ ３ は 、 シ リ ン ダ １ ０ を 動 作 さ せ や す い も
の で あ り 、 ハ ン ド ル ３ の 中 央 部 に 配 置 さ れ て い る 下 部 開 口 部 １ ４ を 通 じ て 、 突 き だ し て い
る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ の よ う な 固 定 機 構 部 は 、 受 容 部 Ｇ を 有 し て い る 。 こ の 受 容 部 Ｇ は 、 横 向 き の ピ ン １ ５
を 、 係 合 す る よ う に 掴 む 。 ピ ン １ ５ は 、 ボ ッ ク ス １ ６ の 内 部 で 固 定 さ れ て い る 。 ボ ッ ク ス
１ ６ は 、 乳 母 車 の 筐 体 の 側 部 Ｌ に 取 り 付 け ら れ て い る 。 受 容 部 Ｇ と 上 述 し た ピ ン １ ５ と は
、 固 定 機 構 部 ４ お よ び ５ が 、 そ れ ぞ れ 対 応 す る ボ ッ ク ス １ ６ に 挿 入 さ れ る 際 に 、 自 動 的 に
係 合 さ れ る 。 そ の 際 、 受 容 部 Ｇ が 配 置 さ れ る 場 所 に あ る 縦 向 き の ノ ッ チ Ｅ に よ り 、 受 容 部
Ｇ は ピ ン １ ５ に 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
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　 固 定 機 構 部 を 解 除 す る た め に は 、 矢 印 Ｆ で 示 す よ う に 付 加 部 １ ３ を 側 方 に 動 か し 、 ロ ー
プ ６ お よ び ７ を 引 っ 張 っ て 、 固 定 機 構 部 に お い て ピ ン １ ５ か ら 受 容 部 Ｇ を 離 す 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ハ ン ド ル ３ は 、 そ の 下 端 部 に お い て 、 携 帯 ベ ッ ド シ ー ト ま た は 携 帯 ベ ッ ド Ｃ の 側 部 に 、
関 節 状 に 接 続 さ れ て い る 。 こ の ハ ン ド ル は 、 ま た 、 制 御 部 Ｍ を 備 え て い る 。 制 御 部 Ｍ は 、
ハ ン ド ル が 適 合 さ れ う る 別 の 角 度 位 置 を 施 錠 す る た め に 設 け ら れ て い る 機 構 部 を 、 同 時 に
作 動 さ せ て 施 錠 す る 。 こ の 従 来 の 機 構 部 は 、 ハ ン ド ル の 下 端 に も 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 考 案 は 、 そ の 本 質 の 範 囲 内 に お い て 、 例 示 に よ っ て の み 説 明 さ れ た 一 つ の 実 施 形 態 か
ら 、 詳 細 が 異 な る の み で あ る 、 他 の 実 施 形 態 で も 使 用 で き る 。 他 の 実 施 形 態 も ま た 、 請 求
し た 保 護 範 囲 内 に あ る 。 本 考 案 に か か る 、 携 帯 ベ ッ ド シ ー ト お よ び 携 帯 ベ ッ ド を 乳 母 車 に
着 脱 可 能 に 固 定 す る 装 置 は 、 そ れ ゆ え 、 最 も 経 済 的 な 付 属 品 と と も に 、 最 適 な 手 段 お よ び
材 料 に よ っ て 製 造 さ れ る 。 そ の 統 合 的 な 要 素 は 、 技 術 的 に 等 価 な 他 の 要 素 に よ っ て 置 き 換
え 可 能 で あ り 、 こ れ ら も ま た 、 請 求 項 の 範 囲 に あ る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 考 案 は 、 携 帯 ベ ッ ド シ ー ト お よ び 携 帯 ベ ッ ド を 乳 母 車 に 着 脱 可 能 に 固 定 で き る 装 置 と
し て 利 用 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ７ 】
【 図 １ 】 本 考 案 に か か る 固 定 装 置 を 構 成 す る 組 立 体 を 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 ボ ッ ク ス を 固 定 さ れ る べ き 位 置 に 向 か わ せ て い る 、 ハ ン ド ル の 下 端 の 内 部 を 示 す
側 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 解 除 制 御 部 の 構 成 を 示 す 縦 方 向 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 ハ ン ド ル の 下 端 の 固 定 を 正 面 に お い て 示 す 詳 細 な 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 １ 　 枝 部
　 ２ 　 枝 部
　 ３ 　 ハ ン ド ル
　 ４ 　 固 定 機 構 部
　 ５ 　 固 定 機 構 部
　 ６ 　 ロ ー プ
　 ７ 　 ロ ー プ
　 ８ 　 点
　 ９ 　 点
　 １ ０ 　 シ リ ン ダ
　 １ １ 　 ピ ン
　 １ ２ 　 付 属 部
　 １ ３ 　 付 加 部
　 １ ４ 　 下 部 開 口 部
　 １ ５ 　 ピ ン
　 １ ６ 　 ボ ッ ク ス
　 Ｃ 　 携 帯 ベ ッ ド シ ー ト ま た は 携 帯 ベ ッ ド
　 Ｅ 　 ノ ッ チ
　 Ｆ 　 矢 印
　 Ｇ 　 受 容 部
　 Ｌ 　 側 部
　 Ｍ 　 制 御 部

10

20

30

40

(4) JP 3102755 U 2004.7.15



【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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